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研究成果の概要（和文）：　本研究は、東南アジア海域情報学の定礎を念頭におきつつ、地域情報学の手法を用いて、
海域東南アジアの境域社会の動態を国家間比較の視点から明らかにしようとした。特に着目したのは、バジャウ人を主
とする海民の人口移動、資源利用、民族間関係の三点である。具体的な作業としては、①インドネシア、マレーシア、
フィリピン三カ国の海民に関わるセンサスやGISデータ等を収集・統合・体系化し、②その時空間情報データとフィー
ルドデータを基に、海民がつくる境域社会の動態に関する資料集と論考をまとめ、③東南アジア海域情報学の方法論的
基盤を構築し、同時にその具体的成果を提示することを試みた。

研究成果の概要（英文）：  The project aimed at examining dynamics of interface societies through an approa
ch from Area Infomatics in order to establish, based on the present attempt, Southeast Asian Maritime Info
matics in near future. It focused on the Sama-Bajau as maritime folks and their population flow, resource 
exploitation and inter-ethnic relations.
  In the project, members 1) systematically collected and integrated data such as demographic censuses or 
geographic information of the maritime folks in Indonesia, Malaysia and the Philippines, 2) compiled datab
ase and case studies on the interface societies formed by the maritime folks 3) made a foundation of metho
dological approaches of Southeast Asian Maritime Infomatics, and 4) showed the ethnographic products using
 the data of the informatics.
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１．研究開始当初の背景 
 
東南アジアを対象とするこれまでの地域

情報学研究は、主に大陸部を対象に、農村地
域における土地利用の変遷等に焦点をおい
たデータ構築・調査を進め、具体的成果を挙
げてきた。これに対し、1990 年代まで資料
面の制約があったことや、ジャワ島などを除
き住民の移動性が高く、土地との結びつきで
社会動態を捉えることが困難であったこと
などから、島嶼部の社会文化動態に関する地
域情報学研究は、ほとんど進展をみていない。 
本研究の代表者の長津一史と分担者の赤

嶺淳・青山和佳は、先行する科学研究費プロ
ジェクト「海域東南アジアにおけるグローバ
ル・アクターと周縁社会」（課題番号：
21510271）を実施する過程で、2000 年代以
降、島嶼部の 3 カ国―フィリピン、マレーシ
ア、インドネシア―において、センサスを始
めとする電子版統計データと社会文化面の
情報を含む GIS データの質と利用環境が著
しく向上し、海民の社会文化動態を俯瞰的に
捉える上できわめて有用な時空間情報への
アクセスが可能になっていることを確認し、
その一部を研究成果に利用してきた（「＜特
集＞東南アジア海域世界の社会史再考――
サマ・バジャウ人の視点」『白山人類学』13
号（2010）参照）。 
研究メンバーは、それらの時空間情報を、

自らのフィールドデータと一次的史資料に
接合することによって、俯瞰と微視の双方の
視角から、近現代以降の海域東南アジアの境
域社会の動態を検討することが可能になる
と確信した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の第 1 の目的は、島嶼部 3 カ国の時

空間情報データの収集・整理を進め、海民の
移動、海産資源利用、民族間関係の 3 点に関
する時空間情報データベースを構築し、『海
域東南アジアの境域社会の動態に関する資
料集成』を編纂することである。 
第 2 の目的は、各メンバーが、移動、海産

資源利用、民族間関係に関するフィールド調
査を実施し、その成果を海域全体の時空間の
文脈に定位して、個別の論考をまとめること
である。 
第 3 の目的は、3 カ国の調査結果を比較対

照し、「開発の時代」やグローバル化等の同
時代的契機を指標とする、海域東南アジアの
境域社会の連続および非連続を展望するこ
とである。 
本研究における境域社会は、生態・社会・

文化等の複数の次元で中間相に位置する社
会と定義される。海域東南アジアの境域社会
は、海民を主とする人口の恒常的なフローと
それに起因する社会的流動性、資源利用の柔
軟性、文化的な混淆を特徴とする。その動態
の解明は、近現代の東南アジア海域世界の持

続と再編の過程を理解するための鍵である。
しかしながら、従来の研究の多くは、民族誌
的・歴史学的なミクロなデータか、あるいは
社会統計学的なマクロなデータのいずれか
のみに依拠しており、同海域世界の境域社会
の動態を全体的かつ具体的に明らかにして
きたとはいい難い。その理由のひとつは、海
域東南アジアに関する時空間情報データの
統合的利用が不十分であったことによる。こ
うした点をふまえ、本研究は、既述の 2000
年以降に公開された時空間情報データと、フ
ィールドデータの統合的利用を通じて、東南
アジア海域世界の境域社会の動態を複眼的
に考察しようとする。 
本プロジェクトは、将来的には、時空間の

面でより包括的な東南アジア海域情報学の
確立を目指す総合的地域研究のプロジェク
トを創成することを射程に入れている。東南
アジア海域情報学とは、東南アジアの海域・
海民に関わるマクロな時空間情報データと
ミクロなフィールドデータを統合・研究資源
化し、その研究資源を共有する学際研究の場
から、東南アジア海域世界の地域的個性を総
合的・全体的に理解すると同時に、近現代に
おけるその連続性と非連続性を実証的に示
す地域研究の挑戦的試みを指す。本研究は、
研究メンバーがこれまで継続的に調査を実
施してきた境域社会に焦点を絞り、東南アジ
ア海域情報学を個別具体的に実践しようと
するものである。 

 
３．研究の方法 

 
本プロジェクトの 1 年目は、時空間情報デ

ータの収集・整理・分析に重点をおいた。 
収集データ：19 世紀末から 1990 年代までの
人口センサス（紙版）、2000 年と 2010 年の
電子版センサス、行政区分・海図・航海図・
海洋地形図・衛星画像等の GIS データ 
入手先・調査機関：フィリピン（マニラ）国
家地図資源情報局 NAMRIA・国家統計局
NSO／インドネシア（ジャカルタ）国家土地
調査調整局 BAKOSURTANAL・中央統計局
BPS／＊なお、マレーシアに関しては国内の
研究機関において関連資料を入手した。 
同時に各メンバーは、1 年目または 2 年目

に、これまで調査を継続してきた境域社会で
フィールド調査を行った。 
・長津：インドネシア東ジャワ州スムヌプ県、
マレーシア・サバ州センポルナ県 
・赤嶺：マレーシア・サバ州クダト県 
・青山：フィリピン・ミンダナオ島ダバオ市 
フィールド調査では、人口移動、資源利用、
民族間関係に焦点をおき、『海域東南アジア
の境域社会の動態に関する資料集成』のデー 
タを収集することを共通目標とした。 
その他、フィリピンとアメリカにおいて、

1970 年代にバジャウ人に関する先駆的な民
族誌的研究をおこなった人類学者の協力を
得て、画像等の 1 次資料を入手し、またそれ



らの説明を受けた。 
 

４．研究成果 
 
◇ 研究の流れ 
全期間にわたり研究メンバーは、海民・海

域の時空間情報データベースと資料集『海域
東南アジアの境域社会の動態に関する資料
集成』の項目選定・分析作業をおこなった。
長津は、島嶼部 3 ヵ国全体の海民に関わる人
口動態を、植民地期および近年のセンサスを
用いて画像化・空間情報化した。これに人口
移動や文化要素の分布等をあわせ、島嶼部三
カ国全体の海民の社会文化動態に関する基
礎データの整理を進めた。青山は、フィリピ
ン・メディア（とくに新聞）に表象されるサ
マ人関連の情報を収集・分析した。赤嶺は、
自らがこれまで収集してきたサマ諸語の言
語データと画像資料の電子化を行った。海外
においても上述のとおり資料収集と収集資
料の分析をおこなった。海外における主な研
究活動は次のとおりである。 
【2012 年度】 
8 月：フィリピン統計局（NSO）、フィリピ
ン地図局（NAMRIA）において、同国の海民
に関わる電子版センサス、人口移動・資源利
用・民族間関係に関わるその他のデータ、地
図データに関する調査を実施、必要なデータ
を購入した。アテネオ・デ・マニラ大学フィ
リピン文化研究所（IPC）では、1960-70 年
代にフィリピン・スルー諸島で民族誌的調査
を実施した Gerald Rixhon 教授ら、海民研究
の専門家に、関連する時空間データの整備・
利用環境を尋ね、また情報共有のための手法
についてともに検討した。 
12 月：インドネシアの統計局（BPS）におい
て 2010 年センサスを中心に、同国の海民に
関する時空間データを収集した。 
【2013 年度】 
７月：アメリカ合衆国ポートランド在住の
Clifford Sather 元フィンランド大学教授と、
サンフランシスコ在住のHarry A. Nimmoカ
リフォルニア大学名誉教授を訪問した。両教
授は 1970 年代にそれぞれマレーシア・サバ
州とフィリピン・スルー諸島で人類学的フィ
ールド調査を実施したバジャウ研究の第一
人者である。両者のもとで各メンバーは自ら
の研究成果を報告し、また上記データベース
と資料集成の項目・内容・構成に関してアド
ヴァイスを受けた。Sather 教授からは『資料
集成』作成のために 1970 年代のバジャウ人
に関する画像資料を託され、それらを電子化
することの許可を得た。資料は日本で長津が
電子化した。現在はデータベース上での公開
を準備している。 
 
◇ データベースと資料集成 
本研究においては、海域東南アジアの境域

社会の動態に関するデータベースと『海域東
南アジアの境域社会の動態に関する資料集

成』の作成を進めてきた。ウェブにおける公
開環境が十分に整わなかったことなどによ
り、2013 年度内に時空間情報データベース
と『資料集成』を公開することはできなかっ
た。2014 年 5 月時点では、同環境を整え、 
両者の公開準備を進めているところである。
ここでは、対象村落と資料集成・データベー
スの主要項目を記す。 
１）資料集成・データベースで対象とするの
は、下記の図に示した 51 の村落である。こ
のうちメンバーが長期フィールド調査をお
こなったことのある 5 つの村落については、
詳細な民族誌的記述を加えている。 
２）資料集成・データベースの主要項目は、
次のとおりである。 
＜対象名＞ 

コード／クラスター／村落名／国／州／
県／行政村 

＜インフォーマント＞ 
名／性／年齢／職業／学歴 

＜調査方法＞ 
長期フィールドワーク／短期訪問／文献
等二次資料 

＜民族名称＞ 
日常的な自称／公的な場での自称／日常
的な他称／公的な場での他称 

＜地理＞ 
海底地形／周辺地形／近接都市名 

＜人口＞ 
／バジャウ人口の位相（多数派／少数派／
混在）／民族構成／ 

＜村の歴史＞ 
設立年／移動元の土地／移住の理由／移
住の契機となった出来事 

＜言語＞ 
サマ語の類型／国家語の浸透度合／地域

 

図 資料集成・データベースの対象村落 
 



のリンガフランカ／辞書情報／自らの言
語の呼び方 

＜生業・漁業＞ 
主な生業／漁業技術／特殊海産物／漁具
／出漁範囲／主な漁場／加工法／市場／
仲買人／船のタイプ／アウトリガーの形
／エンジン／造船場所／船大工 

＜食＞ 
主食／主食の入手法／副食の代表的調理
法／かまど／水の入手法 

＜家屋・集落＞ 
集落の位置／集落のタイプ／家屋の形状
／屋根材／学校の有無 

＜ネットワーク＞ 
結婚の範囲／親族関係の広がり／社会的
訪問の範囲／出漁時の寄港地／主な交易
場所／他民族との通婚 

＜宗教＞ 
宗教／主なイスラーム組織／霊媒／信仰
の空間／儀礼／墓地／墓標 

＜神話・歴史表象＞ 
起源神話のタイプ／起源神話のモチーフ
／起源神話の語り／その他の神話・伝承／
文字資料の有無・内容 
 

◇ 海民の混淆性に関する考察 
収集した資料に基づき、代表者は海民とし

てのバジャウのアイデンティティの流動性、
海民の混淆性に関する複数の論考をまとめ
た。以下はその概略である。 
バジャウ人とは、マラヨ・ポリネシア語系

のサマ語を話す人びとで、多数は漁業や海上
交易をはじめとする海の生業に依存してい
る。フィリピンとマレーシアではバジャウ、
インドネシアではバジョと呼ばれる。バジャ
ウもバジョも、他の民族による呼び名である。
自らはサマ（Sama）と称することが多い。
バジャウ人の一部は、かつて船上生活を営ん
でいたことでも知られる。 
 バジャウ人の居住地は、フィリピン南部、
マレーシア・サバ州、インドネシア東部の 3
カ国に跨がる。2000 年のセンサスによれば、
3 カ国全体の人口は 1,077,020 人になる。主
な集落の分布範囲は、南北ではインドネシア
南端のロティ島からフィリピンのミンダナ
オ島の南西端までの約 2000 キロメートル、
東西では東ジャワ州沖合からマルク諸島ま
での約 1300 キロメートルに及ぶ。100 万人
程度の人口規模の民族が、これほど広域に拡
散している例は、島嶼部東南アジアでは他に
みられない。 
 集落がこのように広い範囲に拡散したの
は、かれらがナマコやベッコウ等の中国向け
稀少海産物を求めて島々をわたる移動を繰
り返してきた、数世紀にわたる歴史過程の帰
結であると考えられる。バジャウ人は、遅く
とも 18 世紀までに、スラウェシ島南部から
オーストラリア北岸にまでナマコ採捕のた
めに出漁し、その航路上の島々に集落を形成
していた。 

かれらの移動性の高さは、現在においても
変わらない。東カリマンタン州ブラウ県の沖
合、バリククプ島では、フィリピン南部から
マレーシア・サバ州のセンポルナに移住、そ
の後、サメ延縄漁のためにこの島に移り住ん
でいた漁民が数家族、住んでいる。このうち
の一家族の成員は、マレーシアとインドネシ
アの 2 つの国籍を持っていた。南東スラウェ
シ州ワカトビ県のワンギワンギ島では、東ヌ
サトゥンガラ州のロティ島にあるもうひと
つの家との間を往来し、そこからさらにオー
ストラリア国境のアシュモア礁にまで、サメ
と高瀬貝を求めて出漁している漁民の話を
聞いた。この漁民はオーストラリアの国境警
備隊に拿捕され、ダーウィンの不法移民収容
所に拘留されていたこともある。 
かれらは自らをサマと名乗り、サマ語を話
す。しかし、その出自はきわめて混淆的で、
両親がともにバジャウ人ではなく、サマ語と
異なる言語を母語としている（いた）ことも
ある。マドゥラ島の東、カンゲアン諸島東の
サプカン島では、バジャウ人が人口の多数を
占める。しかし、その「バジャウ人」のなか
には、スラウェシ島を故地とするマンダル人
やマカッサル人、ブギス人等に出自を持つ人
が少なくない。両親の双方またはいずれかが
バジャウ人である人は、おそらく半数に満た
ない。 
 カンゲアン諸島の人びとは、「サマ語を話
す人はサマ（バジャウ）人ではないか」と述
べる。その言葉は、出自や出身地ではなく、
現在の言語使用を主な指標とするかれらの
自己定位のあり方を端的に示している。様々
な出自の海を移動する人びとが、島嶼沿岸に
おいてサマ語を基盤に混成した集団―バジ
ャウ人とは、そうした混淆的な海民でもある。 
 
◇ 研究会等の活動 
全体としておこなった研究成果の公開活

動は以下のとおりである。 
・2012 年 8 月：アテネオ・デ・マニラ大学
IPS: “Recent Studies on the Sama-Bajau in 
Japan”で発表（全員） 
・2013 年 2 月：京都大学東南アジア研究所
Asian CORE Program Seminar in 2013 
“Interface, Negotiation, and Interaction in 
Southeast Asia”で発表（長津、赤嶺） 
・2013 年 7 月：アメリカ合衆国ポートラン
ド Clifford Sather 教授宅・サンフランシスコ
Harry Nimmo 教授宅にて成果報告（全員） 
・2014 年 2 月：京都大学東南アジア研究所
Asian CORE Program Seminar in 2014 
“Interface, Negotiation, and Interaction in 
Southeast Asia”で発表（長津） 
本プロジェクトに基づく各自の最終的な

成果は、2014 年 8 月にマレーシア・サバ州
のサバ大学（UMS）で開催される第 12 回
Borneo Research Council（ボルネオ研究協
会）におけるパネル Social Dynamics of the 
Sama-Bajau: Comparative Perspectives on 



their Ethnicity, Religion and Foodway（サ
マ・バジャウの社会動態―エスニシティ・宗
教・食様式に関する比較研究）で報告される。
各報告のタイトルは、下記のとおりである。 
・長津一史  The Bajau as a Maritime 
Creole: Periphery, Mobility and Ethnic 
Process in Wallacean Sea, Southeast Asia
（クレオール海民としてのバジャウ人―ウ
ォーレシア海域における周辺性・移動性・民
族過程） 
・赤嶺淳 Conserving Marine Biodiversity 
for Cultural Diversity: A Case for Sea 
Cucumbers and Sharks among Bajau 
Societies（文化的多様性のための海洋生物多
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・青山和佳 To Become “Christian Bajau”: 
The Sama Dilaut’s Conversion to 
Pentecostal Christianity in Davao City, 
Philippines（クリスチャン・バジャウになる
こと―フィリピン・ダバオ市におけるペンテ
スコタ教会） 
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